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持
続
可
能
な
ま
ち
を
市
民
と
と
も
に

　本
市
は
京
阪
神
地
域
と
程
良
い
距
離
に

あ
り
、
市
街
地
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
広
が
る

自
然
豊
か
な
田
園
都
市
で
、
と
て
も
住
み

良
い
ま
ち
。
３
万
人
余
り
の
ま
ち
だ
か
ら

こ
そ
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
関
係
が
築

け
て
い
ま
す
。
互
い
を
思
い
や
れ
る
穏
や

か
な
人
柄
の
多
い
地
域
性
も
相
ま
っ
て
、

市
民
は
も
ち
ろ
ん
本
市
に
関
係
す
る
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望
の
実
現
を
目

指
し
て
、
支
え
合
え
る
土
地
柄
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次
綾

部
市
総
合
計
画
で
は
、将
来
都
市
像
を「
一

人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
み
ん
な
で
紡
い
で
実

現
で
き
る
ま
ち…

綾
部
」
に
定
め
て
い
ま

す
。
本
市
に
住
む
人
や
関
係
す
る
人
の
、

一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
、
引
き
続
き
「
医
」「
職
」「
住
」

「
教
育
・
情
報
発
信
」
を
施
策
推
進
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
設
定
。
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
、
持

続
可
能
な
綾
部
市
を
市
民
と
と
も
に
築
い

て
い
き
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
持
ち
課
題
に
対
応

　こ
れ
ま
で
の
３
期
12
年
を
振
り
返
る

と
、
３
名
も
の
尊
い
命
を
失
っ
た
平
成
30

年
７
月
西
日
本
豪
雨
な
ど
、
度
重
な
る
自

然
災
害
が
発
生
。
災
害
復
旧
事
業
を
最
優

先
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ

に
伴
う
財
政
状
況
の
悪
化
で
、
予
定
し
て

い
た
事
業
の
先
送
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　さ
ら
に
、
誰
も
が
想
像
し
得
な
か
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界

中
で
流
行
。
現
在
も
収
束
す
る
兆
し
は
な

く
、
感
染
の
拡
大
と
減
少
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
や
検
査

体
制
の
構
築
な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
対
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
経
済
活
動
へ
の
支

援
策
を
講
じ
る
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

田
園
回
帰
の
流
れ
つ
か
む
体
制
整
備
を

　一
方
、こ
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
は
、

多
様
な
暮
ら
し
方
や
働
き
方
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
も
相

ま
っ
て
、
人
口
の
東
京
一
極
集
中
の
流
れ

が
鈍
化
。
田
園
回
帰
の
流
れ
が
加
速
し
て

い
ま
す
。
移
住
先
に
本
市
が
選
ば
れ
る
よ

う
、
戦
略
的
な
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が

必
要
で
す
。
ま
た
、移
住
者
だ
け
で
な
く
、

市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
る
よ

う
、
各
種
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　そ
こ
で
、
田
園
回
帰
と
と
も
に
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
し
、
都
市
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

縮
め
、
地
方
都
市
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や

希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
を
、

環
境
に
配
慮
し
た
魅
力
あ
る
施
設
と
し
て

再
整
備
。
農
村
・
都
市
交
流
を
通
じ
た
関

係
人
口
創
出
に
寄
与
す
る
拠
点
施
設
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
送
り
し
た
事
業
な
ど
実
施

　ま
ち
な
か
で
は
「
図
書
館
」
と
「
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
」、「
地
域
交
流
施

設
」
の
３
つ
の
機
能
を
持
っ
た
複
合
施
設

を
建
設
。
令
和
４
年
度
に
着
工
し
、
令
和

５
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

宮
代
豊
里
線
拡
幅
改
良
は
、
令
和
４
年
度

内
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　環
境
分
野
で
は
、
地
球
環
境
を
守
る
対

策
と
し
て
、
本
市
も
昨
年
９
月
に
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
。
環
境
負
荷

の
低
減
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
森
林
整
備
の
促
進

に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
本
市
は
４
月
１
日
か
ら
、
過
疎

地
域
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
早
期
に
「
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
」
を
策
定
し
、
国
に
よ
る
有
利
な
財
政

支
援
を
活
用
。
本
市
施
策
の
さ
ら
な
る
振

興
に
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
で
取
り
組

み
ま
す
。

複
雑
化
す
る
課
題
に
オ
ー
ル
綾
部
で

　令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
令
和
３
年

度
３
月
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、
コ
ロ
ナ
後

を
見
据
え
た
「
守
り
」
と
「
攻
め
」
の
両

方
に
重
点
配
分
。
将
来
へ
の
種
ま
き
と
、

先
送
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
を
前
進

さ
せ
る
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　少
子
高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
、
大

規
模
災
害
・
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
大
、
コ

ロ
ナ
禍
の
行
動
変
容
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
進
展
な
ど
、
行
政
課
題
は
一
層
複
雑

化
、
多
様
化
し
山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
市
民
や
企
業
、
各
種
団
体
の
皆
様
と

オ
ー
ル
綾
部
で
、
国
や
府
、
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
を
も
っ
て
臨
め
ば
、
本
市
は
さ

ら
な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
至

誠
一
貫
、
創
意
工
夫
を
持
っ
て
、
本
市
の

将
来
の
た
め
に
ま
い
進
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
25

日
に
開
会
。
４
期
目
を
迎
え
た
山
崎
善
也
市
長
は
こ
の
日
、
新
年
度
の
市
政

運
営
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
ま
ち
へ

市
政
運
営
方
針

１／所信を述べる山崎市長＝２月25日、本会議で　２／
迅速に新型コロナワクチンの接種体制を整えるなど、感
染症対策を推進　３／庁内のデジタル化のため、市役所
内にウェブ会議用ブースを設置　４／太陽光パネル設置
をはじめとした、脱炭素への取り組みを推進　５／令和
４年度に工事完了予定の宮代豊里線　６／都市との交
流の拠点として、さらに魅力ある施設に生まれ変わる里
山交流研修センター　７／令和５年度に供用開始予定
の駅北複合施設（イメージ）7

2

3

1

4

6

5

3 2

持
続
可
能
な
ま
ち
を
市
民
と
と
も
に

　本
市
は
京
阪
神
地
域
と
程
良
い
距
離
に

あ
り
、
市
街
地
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
広
が
る

自
然
豊
か
な
田
園
都
市
で
、
と
て
も
住
み

良
い
ま
ち
。
３
万
人
余
り
の
ま
ち
だ
か
ら

こ
そ
、
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
関
係
が
築

け
て
い
ま
す
。
互
い
を
思
い
や
れ
る
穏
や

か
な
人
柄
の
多
い
地
域
性
も
相
ま
っ
て
、

市
民
は
も
ち
ろ
ん
本
市
に
関
係
す
る
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望
の
実
現
を
目

指
し
て
、
支
え
合
え
る
土
地
柄
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　昨
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次
綾

部
市
総
合
計
画
で
は
、将
来
都
市
像
を「
一

人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
み
ん
な
で
紡
い
で
実

現
で
き
る
ま
ち…

綾
部
」
に
定
め
て
い
ま

す
。
本
市
に
住
む
人
や
関
係
す
る
人
の
、

一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
、
引
き
続
き
「
医
」「
職
」「
住
」

「
教
育
・
情
報
発
信
」
を
施
策
推
進
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
設
定
。
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
、
持

続
可
能
な
綾
部
市
を
市
民
と
と
も
に
築
い

て
い
き
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
持
ち
課
題
に
対
応

　こ
れ
ま
で
の
３
期
12
年
を
振
り
返
る

と
、
３
名
も
の
尊
い
命
を
失
っ
た
平
成
30

年
７
月
西
日
本
豪
雨
な
ど
、
度
重
な
る
自

然
災
害
が
発
生
。
災
害
復
旧
事
業
を
最
優

先
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ

に
伴
う
財
政
状
況
の
悪
化
で
、
予
定
し
て

い
た
事
業
の
先
送
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　さ
ら
に
、
誰
も
が
想
像
し
得
な
か
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界

中
で
流
行
。
現
在
も
収
束
す
る
兆
し
は
な

く
、
感
染
の
拡
大
と
減
少
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
や
検
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体
制
の
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な
ど
、
感
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拡
大
防
止
対
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
経
済
活
動
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の
支

援
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を
講
じ
る
な
ど
、
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緊
の
課
題
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

田
園
回
帰
の
流
れ
つ
か
む
体
制
整
備
を

　一
方
、こ
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
は
、

多
様
な
暮
ら
し
方
や
働
き
方
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
も
相

ま
っ
て
、
人
口
の
東
京
一
極
集
中
の
流
れ

が
鈍
化
。
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園
回
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の
流
れ
が
加
速
し
て

い
ま
す
。
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住
先
に
本
市
が
選
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れ
る
よ

う
、
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的
な
受
け
入
れ
体
制
の
整
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が

必
要
で
す
。
ま
た
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住
者
だ
け
で
な
く
、

市
民
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
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に
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る
よ
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、
各
種
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策
を
展
開
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　そ
こ
で
、
田
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回
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と
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に
デ
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化
に
対
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し
、
都
市
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
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め
、
地
方
都
市
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や

希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
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ら
に
、
里
山
交
流
研
修
セ
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ー
を
、

環
境
に
配
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し
た
魅
力
あ
る
施
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と
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て

再
整
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。
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・
都
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交
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を
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人
口
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に
寄
与
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る
拠
点
施
設
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
送
り
し
た
事
業
な
ど
実
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　ま
ち
な
か
で
は
「
図
書
館
」
と
「
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
」、「
地
域
交
流
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設
」
の
３
つ
の
機
能
を
持
っ
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複
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設

を
建
設
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令
和
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年
度
に
着
工
し
、
令
和
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年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
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ま
た
、

宮
代
豊
里
線
拡
幅
改
良
は
、
令
和
４
年
度

内
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
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　環
境
分
野
で
は
、
地
球
環
境
を
守
る
対
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と
し
て
、
本
市
も
昨
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９
月
に
「
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ロ
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を
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再
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可
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の
活
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進
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と
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に
、
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化
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を
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す
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森
林
整
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の
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進

に
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め
ま
す
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、
本
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は
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１
日
か
ら
、
過
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地
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の
指
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こ
と
と
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ま
し
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期
に
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地
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、
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有
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な
財
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、
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、
コ
ロ
ナ
後

を
見
据
え
た
「
守
り
」
と
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点
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来
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、
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し
、
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や
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種
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で
、
国
や
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自
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と
の
連
携
を
も
っ
て
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ば
、
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る
発
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げ
ら
れ
る
と
確
信
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い
ま
す
。
初
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を
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れ
る
こ
と
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く
、
至
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、
創
意
工
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を
持
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て
、
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の

将
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に
ま
い
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ま
す
。

令
和
４
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度
の
予
算
な
ど
を
審
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す
る
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
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25
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に
開
会
。
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期
目
を
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え
た
山
崎
善
也
市
長
は
こ
の
日
、
新
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度
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政

運
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方
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を
述
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ま
し
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。
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で
き
る
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へ
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１／所信を述べる山崎市長＝２月25日、本会議で　２／
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5 4

　同隊は、隊員を募集しています。申し込みは、
個人のほか、商店や企業、団体でも可能。また
移住者でなくても歓迎です。対応できる時間だ
け旗を掲出するなど、活動方法は自由です。希
望者に話しかけられたら立ち話で対応し、必要
に応じてあやべ定住サポート総合窓口（定住・
地域政策課）につないでください。

〈問い合わせ〉同課☎（42)4270

　同隊は２月２２日、ふれあい出張市長室
にリーダー５人が参加。山崎市長に同隊の
活動や各リーダーの近況を報告しました。
意見交換では、空き家の供給が課題▽観光
と定住をミックスした取り組みが必要▽関
係人口を増やすための体験型プログラムの
実施―など移住促進と本市の魅力発信につ
いて提案がされました。

　つたえ隊として活動する中で、綾部市は移
住者も多く、受け入れ体制が整っていること
に気付けました。動画作成も初めてでした

が、たくさんの人に協力して
いただき自分なりの言葉で伝
えることができました。「人
との出会い」がつたえ隊の活
動の一番の魅力です。

移
住
者
の
視
点
で
地
域
を
紹
介

同
隊
は
、Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
で
市

外
か
ら
本
市
に
移
住
し
た
人
を
中
心
に
、

農
家
民
宿
経
営
者
や
宅
建
事
業
者
な
ど
で

構
成
し
て
い
ま
す
。
隊
員
の
役
割
は
、
移

住
希
望
者
（
以
下
、
希
望
者
）
に
▽
地
域

の
行
事
や
気
候
▽
特
色
▽
暮
ら
し
ぶ
り
▽

自
治
会
の
ル
ー
ル―

な
ど
を
説
明
す
る
こ

と
。
移
住
者
が
地
域
に
な
じ
み
や
す
い
よ

う
に
、
地
域
住
民
に
つ
な
ぐ
仲
介
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

市
の
サ
ポ
ー
ト
窓
口
担
当
者
は
「
隊
員

と
希
望
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
交
流
し
、
実
際
に

移
住
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
い
。
綾

部
の
隠
れ
た
魅
力
を
引
き
出
し
て
い
た
だ

き
、
本
市
の
移
住
・
定
住
施
策
に
欠
か
せ

な
い
存
在
」
と
話
し
ま
す
。

隊
員
は
、
対
応
可
能
な
時
間
帯
に
、
店

頭
や
玄
関
先
に
旗
＝
写
真
右
＝
を
掲
出
。

希
望
者
が
、
地
域
の
こ
と
を
気
軽
に
尋
ね

る
た
め
の
目
印
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

５
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
け
ん
引

同
隊
の
活
動
の
中
心
は
、
リ
ー
ダ
ー
の

５
人
＝
写
真
上
。
全
員
が
市
外
か
ら
の
移

住
者
で
、
実
際
に
住
ん
で
み
て
綾
部
に
惚

れ
込
み
、
多
く
の
人
に
綾
部
の
魅
力
を
伝

え
た
い
と
の
思
い
で
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
と
リ
ー
ダ
ー
は
、
隔
月
で
会
議
を

開
催
し
、
定
住
施
策
に
関
す
る
意
見
交
換

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
な
ど
の
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
希
望
者

へ
の
情
報
発
信
を
目
的
に
、
各
リ
ー
ダ
ー

が
内
容
を
企
画
し
、
12
地
区
を
紹
介
す
る

動
画
「
あ
や
べ
の
こ
こ
ら
へ
ん
」＝
５
面

上
＝
を
作
成
。
地
域
の
人
口
や
学
校
、
施

設
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
各
地
区
で
生
活
す
る
リ
ー
ダ
ー
な

ら
で
は
の
視
点
で
、
地
域
の
魅
力
を
７
分

間
の
動
画
に
凝
縮
。
綾
部
で
の
暮
ら
し
を

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
内
容
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。

移
住
の
相
談
は
お
ま
か
せ

こ
こ
ら
へ
ん
の
こ
と
つ
た
え
隊

新規隊員募集中まちづくりについて
市長と意見交換

濃紺に白色で里山の風景をデザ
インしています

同隊のリーダー５人。左から工忠照幸さん（五泉町）、重本晋平さん（里町）、水田ウ
タコさん（上八田町）、石﨑葉子さん（志賀郷町）、平田佳宏さん（上八田町）

地域で活動する人にインタビューを行
い、現場の声を多数収録しています

こ
こ
ら
へ
ん
の
こ
と
つ
た
え
隊
は
、あ
や
べ
定
住
サ
ポ
ー
ト
総
合
窓
口
（
以
下
、

サ
ポ
ー
ト
窓
口
）
と
連
携
し
て
本
市
へ
の
移
住
を
勧
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

で
す
。
移
住
を
促
し
綾
部
を
元
気
に
す
る
「
移
住
立
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実

働
部
隊
と
し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
。
現
在
で
は
、
36
の
団
体
・

個
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

～人との出会いが活動の魅力～

動画の視聴は「移住立国あやべ」のホームページにあ
る「ビデオで知る綾部の12地区」にアクセス。見たい
地区を選ぶか右のＱＲコードをスマートフォンなどで
読み取って閲覧できます｡

地域紹介動画 「あやべのここらへん」

動画に登場するイラストは、重本さん作

ここがポイント
　｢地区の個性」が見えてくるのが面白いで
す。各地区にたくさんの魅力があり、何を選
択するか迷いました。自分の実感がこもった
言葉で伝えようと工夫しました。イラスト
は、明るく軽やかな印象
が伝わるよう意識して書
きました。自分たちの住
むまちを知ることができ
る動画になっていると思
います。ぜひご覧くださ
い!
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